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た.検査時間は男平均5分50秒,女平均 7分55秒と2分

間検査時間が轟くなっている,女性が濃いのは子宮 書卵

巣と乳腺のためである .

発見された悪性病変は,上腹部において腎癌1例,千

腹部で潜航後部の悪性 Tjソバ藤 1例であったが,乳腺で

は乳癌手術例2例,疑い3例.甲状腺では甲状腺癌5例,

痛の疑いで手術緒顔中が9例であった.

以上の結果から人間 ドックの超音波検査に際して,上

腹部の検査のみでなく,下腹部からさらに乳腺 ･甲状腺

の検査がおこなわれるべきであると考える.

今後さらに症例を重ねて,その必要性を主張していき

た い.

14)小児胆道疾患の超音波診断
-先天性胆道閉鎖症 と乳児肝炎との鑑別
に〆ついて一

- 寅男 ･三浦 努 (議 題欝院)

【目的】小児胆道疾患を超音波所見で鑑別できるか否

かを検討する.【対象】ERCl'にて診断Lll確定 した先~天

性胆道閉鎖症嶺例と乳児肝炎2例を対象とLて検討した.

【方法】対象上した症例に2回ハ超音波検査 し1回目は

外来,2回目は禁食後3-4時間後)を施行し,その胆

嚢の所見を正常大,小さい,同定不可能の3段芦皆で評価

した,【結果】先天性胆道閉鎖症の4例では2回の検査

でいずれも小さいと同定不可能の組み合わせで,乳児肝

炎の2例ではいずれも2回目の検査,すなわち禁食の条

件で正常太と評価された.【結論】先天性胆道閉鎖症と

乳児肝炎との鑑別には禁食の条件での超音波所見が有用

であった.鑑別の要点は胆嚢の所見であり,先天性胆道

閉鎖症では同定不可能または小さいとなり,乳児肝炎で

は正常太であった.

15)胆車癌の CT 分額 と予後
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く目的〉幅広い像を豊する胆承癌 (プア所見を労探 し予
後との関連について検討する.

(対象〉198凱 1月-1993.6月まで当料で CT の施行

された胆嚢癌55例を対象にした.

〈方法)CT 像を限局隆起型,壁肥厚型,広範進展型
の3つに分塀 し 予後との関連を検討 した.
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(結果と考察)頻度は限局隆起型4例 (7.3%),壁肥

厚型10倒 し18.loot.広範進展型:11倒 しT:1.6001で基.-､

ナ∴ 切除率いた限局隆起型1()OOo.壁肥厚型5()Oo.広範進

展型0%であった.予後は限局隆起塾が全例再発なく生

存中 (最長35ケ月)であるのをこ対して,蟹肥厚乳 広範

進展塾は中間生存期間がそれぞれ種ヶ月,2ケ月と極め

て不良であった.Cr像から胆療病の予後がある程度推
定可能であると考えられた.

16)弾腫癌性病変の CT
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我々が経験 した39症例の鮮病変について文献的考察を

加えて報告します,

対象は,CT で局在診断のなされた39症例でその内訳
は,悪性 1Jンべ瞳7例,転移性腫癖6f札 血管腫 1f札

リンパ管腫 1例,腺癌5例,梗塞9例,のう胞6例,普

ルコイ ド-シス 1例です.

悪性 リンパ腫の5例,転移性感癖の2例,血管腫の1

例, リンパ管腫の1例,腺癌の2例,梗塞の1例,は手
術もしくは剖検で病理組織学的診断がついています.そ

の他の例では症状および経過から臨床的をこ診断しました.

17)成人 Wilms陸将 2例の画像診断
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Wilms腰痛が成人に発生するのは比較的稀とされて

いるが,奪回我々は成人型 Wilms膿癌の2例を経験 し

たので,その画像診断を中心をこ報告 した,症例は35歳と

掴歳の男性, 主訴はそれぞれ血尿,右側腹部痛.DⅠP

では腎孟腎杯の圧排像や描出不良が認められた.CT で

1例は腎門部から腎外をこ突出する魔境としてみられ も

う1例は中心部から辺縁部に不整をこ拡がる低吸収域とし

てみられた.MRIは1例に施行し冠状断での dyrはmic

MRIが腰痛の肉眼像とよく相関していた.血管造影で

は2例とも比較的 hypovaseL11arで,Wlims陣場に特

徴的といわれる所見は認められなかった. 1例で腰痛の


